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資料 １ 

パブリックコメント結果 

令和６年２月  日 

 

第３期小金井市保健福祉総合計画（案）に対する意見及び検討結果について 

 

意見募集期間：令和５年１１月１５日から１２月１５日まで 

意見提出数：１１人・１団体／４４件 

（内訳） 

地域福祉計画 （３人／６件） 

障害者計画・障害福祉計画 （１０人／１９件） 

 介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画 （４人／８件） 

 健康増進計画 （２人／１１件） 

※内訳の人数は延べ人数 

No. 
計画名／ 

ページ 
項目 寄せられた意見（すべて原文ママで記載） 意見に対する検討結果 

1 健康増進計画
／P304 

２ アンケー
ト調査の結果
／⑤新型コロ
ナウイルス感
染症による、
こころとから
だの健康に影
響の有無 

新型コロナウイルス感染症流行による、こころと
からだの健康への影響について。運動の頻度やケ
アワーク・家事等については、男女差があったと
いうのは、報道でも取り上げられていたかと思い
ます。 
女性が、無償ケア労働を多く担っていることによ
る影響です。行政として、「無償ケア労働を多く担
って疲労をためている・休養不十分の女性の存在
がある」という像が見えていなければ、こういっ
たアンケート調査の結果を、有効活用することは
できないと思います。ジェンダーギャップへの意
識を高めてください。 

本アンケート項目は、新型コロナウイルス感染
症の拡大により、こころとからだの健康に影響が
あったか、また、どのような影響があったかを把
握するために設定した設問となります。 
アンケート結果としては男女別の結果を掲載し

ておりませんが、国が定める健康日本２１（第三
次）において、新たに「女性の健康」が項目立て
られており、本市の第３次健康増進計画（案）「基
本施策（３）休養・こころの健康づくり」におい
ても、女性のこころとからだの健康に関する情報
発信を行うこととしています。市として、性別や
それぞれのライフステージに応じた休養・こころ
の健康づくりを促進していきます。 
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健康増進計画
／P312 

２ アンケー
ト調査の結果
／⑤こころの
健康を保つた
めに必要だと
思う機関やし
くみについて 

「こころの健康を保つために必要だと思う機関や
仕組み」について。 
ケアラー・家庭内の無償ケア労働従事者にとって
は、「ケアを休める時間がある、ケアを肩代わりに
なってくれる人がいる、そのようなサービス機関
を利用できる」仕組みこそが、こころの健康を保
つ上で、重要です。 
321 ページの「市の保健医療対策で充実していく
べきこと」も、344 ページの内容も、同じことが
言えます。 
家庭内のケアラー・無償ケア労働をしている人が、
ケアを休む時間、ケアを誰かに代わってもらって
自分の身体の健診検診や治療のための受診に専念
しやすくなる仕組みを、行政が、作ってください。
ケアラーが孤立してしまわないように、ケアラー
のメンタルヘルスの悪化に誰かが気付けるよう
に、つらくなる前に・動けるうちに、ケアを代わ
ってもらう、が、虐待予防の観点からも、必要な
のではないしょうか。 
具体的には、「ケアや見守りを必要とする家族を預
かってくれるサービスを増やし利用しやすくする
こと・予約を取りやすくすること」です。 
「相談窓口を増やす」だけでは、ケアラーの休養
時間・心身のメンテナンスのための時間は、増え
ません。 

本アンケート項目は、こころの健康を保つため
に必要だと思う機関やしくみを把握するために設
定した設問となります。アンケート結果としては、
約４割の方が「いつでも相談できる窓口（電話・
インターネットなど）」と回答しており、市として
は、国、東京都及びＮＰＯ法人等の相談窓口の周
知に努めていきます。 
ケアラーについては、市としても重要な課題で

あると認識しています。 
ケアラー支援につきましては、第９期小金井市

介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画（小金井
市地域包括ケア推進計画）（案）に記載しておりま
すが、健康増進計画を含めた各分野計画の上位計
画である「地域福祉計画」において、年齢や障害
の有無にかかわらず支援体制の構築を図る「重層
的支援体制の整備」を新たに掲げております。 
これらの制度周知や相談支援を含め、今後は、

制度の狭間で支援が届かないことがないよう、属
性や世代を問わない支援体制の整備が重要である
と考えます。 
また、ケアラーの負荷を下げるレスパイト事業

等に関しては、障害、高齢の各分野で公的サービ
スを実施しております。 
あわせて、休養に関する情報提供やこころの健

康に関する取り組みを推進することで、ケアラー
を含め市民一人ひとりが自分らしく暮らせるよ
う、こころの健康づくりを推進します。 

3 健康増進計画
／P334 

基本施策（１）
がん検診の推
進 

がん検診の受診率について、市の子宮頸がん検診
について計算されたものを見たことがあります。
今までの市の検診の定員では、定員いっぱいまで
申込みがあり、全員が受診したとしても、国の受
診率目標値には届かない、というものでした。 
定員枠いっぱいの市民が全員受診しても絶対に届
かない目標を掲げて、「受診率の向上のためには、
情報提供が重要」とだけ言い続けるのは、時間の

がん検診の受診率は、国の「がん対策推進基本
計画（第４期）」の目標値と同じ値とし、各がん検
診とも６０％と設定しています。しかし、現状（令
和４年度）の受診率は目標値と大きく乖離してお
り、これまで以上の取り組みが求められています。 
第３次健康増進計画（案）では、がん検診の充

実のため、「がん検診の受診率向上のための取組
み」を新規に定め、勧奨通知の見直し、特定健康
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無駄と会議経費の無駄ではないでしょうか。 
目標の設定し直しか、検診の定員増か、どちらか
あるいは両方が必要だと考えます。 
 

診査と肺がん検診同時実施などの実施方法の見直
し、非課税世帯等のがん検診受診料減免の周知等
を進めることとしています。目標を達成できるよ
う、これまでの情報提供に加え、これらの具体的
な受診率向上策に取り組みます。 

4 健康増進計画
／P334 

基本施策（１）
がん検診の推
進 

がん検診の受診率の低さには驚くばかりです。本
人費用負担の撤廃あるいは軽減、検診日の更なる
工夫など受診率の向上に努力して下さい。 

がん検診の受診率は、国の「がん対策推進基本
計画（第４期）」の目標値と同じ値とし、各がん検
診とも６０％と設定しています。しかし、現状（令
和４年度）の受診率は目標値と大きく乖離してお
り、これまで以上の取り組みが求められています。 
第３次健康増進計画（案）では、がん検診の充

実のため、「がん検診の受診率向上のための取組
み」を新規に定め、勧奨通知の見直し、特定健康
診査と肺がん検診同時実施などの実施方法の見直
し、非課税世帯等のがん検診受診料減免の周知等
を進めることとしています。目標を達成できるよ
う、これまでの情報提供に加え、これらの具体的
な受診率向上策に取り組みます。 

5 健康増進計画
／P338 

基 本 目 標 ２ 
生活習慣の改
善／基本施策
（１）栄養・
食生活支援 

「学校給食と学校の食育」について。 
市立小学校に通う我が子が、いつも「給食、美味
しい！」と言っており、家でも給食の食材の話を
してくれるなど、質の高い給食と丁寧な教育が行
き届いていると感じます。ありがとうございます。 
学校の先生方も、「この学校の給食は美味しい！」
と仰っています。しかし、栄養教諭の先生が変わ
ると、それが変わってしまうこともあるのでしょ
うか。是非、末長く、この給食のクオリティを維
持していただきたいです。 
学校給食の試食会も、PTA 行事や給食委員会等の
視察の機会にとどまらず、広く実施される機会が
あると、保護者としても、市民としても、嬉しい
です。 

市では第４次小金井市食育推進計画を策定して
おり、「野菜」「団らん」「ふれあい」「環境」をキ
ーワードとし、小金井らしい食生活のあるひとづ
くり・まちづくりを「Koganei-Style」として地域
に展開しています。計画では、学童期の食育推進
として、小学校での「給食を通じた食育」を掲げ
ており、日々の給食を通して、栄養士・栄養教諭
を中心に望ましい食習慣を身につけさせることと
しており、栄養士・栄養教諭が異動等で代わって
も、児童生徒への適切な栄養の摂取と健康の保持
増進のために給食の質を落とすことなく提供でき
るよう努めているところです。 
第３次健康増進計画（案）では、この食育推進

計画を推進することとしており、引き続き、給食
を通じた食育を進めていきます。 
また学校給食の試食会についてはいただきまし

たご意見を関係部署と共有させていただきます。 
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6 健康増進計画
／P339 

基 本 目 標 ２ 
生活習慣の改
善／基本施策
（１）栄養・
食生活支援 

コロナ禍の前、市保健センターの「親子クッキン
グ教室」の予約が、受付開始時間から、すぐに埋
まってしまっていたのを思い出しました。 
児童館でも、子ども料理教室イベントを実施して
くれている館があるようで、我が子が参加を希望
するかどうかはさておき、ありがたいことで、子
どもが家族以外の大人と調理する機会がいろいろ
な場所であるというのは、良いなあと思いました。 

市では第４次小金井市食育推進計画を策定して
おり、「野菜」「団らん」「ふれあい」「環境」をキ
ーワードとし、小金井らしい食生活のあるひとづ
くり・まちづくりを「Koganei-Style」として地域
に展開しています。計画では、生涯にわたる食育
推進を掲げており、乳幼児と保護者の食育推進と
して「こどもクッキング」、「クッキング保育」、学
童期の食育推進として「親子クッキング教室」、児
童館での「料理教室」等の事業を実施することと
しています。 
第３次健康増進計画（案）では、この食育推進

計画を推進することとしており、引き続き、調理
を通じた食育を進めていきます。 

7 健康増進計画
／P342 

基 本 目 標 ２ 
生活習慣の改
善／基本施策
（２）身体活
動・運動支援 

「健康を育む環境整備」について。街なかの、「公
園」と「安全に歩きやすい歩道」の整備を、お願
いします。 
市は、以前、他のパブリックコメントで、「公園利
用調査を実施する予定は無い」と回答していまし
たが、駅前開発や庁舎移転で広場・公園の在りよ
うが大きく変わりうること、幼児にとって重要な
身体活動環境である公園が保育園のお散歩で混み
合っていること等から、全く調査をしないという
のは、行政の責任の放棄なのでは、とすら思いま
す。 
特に、園庭無し園・園庭狭小園を増やし続け、広
い園庭のある市立保育園 2 園の廃園を決定した市
には、根拠のある・市民のニーズを満たす公園整
備に努める責任があると思います。 
幼児が、思いきり身体を動かして遊べる環境を、
ちゃんと作ってください。 

第３次健康増進計画（案）「基本施策（２）身体
活動・運動支援」の中で、それぞれのライフステ
ージの課題や問題に応じた、身体活動や運動をし
やすい機会や環境づくりを促進することとしてい
ます。 
都市計画道路などの新しく計画される道路につ

いて歩道を新設する場合は、歩道内のアップダウ
ンがほとんどないセミフラット形式を適用し、整
備を進めております。 
公園等に関しては、いただきましたご意見を関

係部署と共有させていただきます。 
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8 健康増進計画

／P344 
基本施策（３）
休養・こころ
の健康づくり 

育児不安軽減の具体策を早急に求めます。例えば
母子健康手帳交付時に相談機関（あるとしたら）
の一覧を添付する等したらどうでしょうか？一般
市民には「市役所に相談する」ことの壁は非常に
高いことを認識して下さい。特に不安時に一時休
める「立寄場」ような場所の設置を望みます。児
童虐待防止にも寄与できるものだと思います。 

国が定める健康日本２１（第三次）では、ライ
フステージに応じた「こころの健康づくり」に取
り組むこととしており、本市の第３次健康増進計
画（案）「基本施策（３）休養・こころの健康づく
り」においても、それぞれのライフステージの課
題や問題に応じたこころの健康づくりを促進する
こととしています。 
育児不安の軽減は、こころの健康づくりにおい

て非常に重要な課題であり、子育て中の保護者が
一人で悩みをかかえることがないよう支援に取り
組む必要があります。市として、既に具体的な対
策を実施しており、その一つとして、小金井市子
育て世代包括支援センターを設置し、妊娠・出産・
子育てを切れ目なくサポートする各種事業を実施
しています。 
母子健康手帳交付時には、「母と子の保健バッ

グ」を交付しており、その中で、市の相談窓口を
はじめ、国や都、ＮＰＯ法人等の相談窓口、民生
委員・児童委員等を案内しています。また、育児
不安等で産後のサポートが必要な方に対して、医
療機関や助産院で育児の相談ができ、休息を取る
ことができる産後ケア事業を実施しています。 
他にも、未就学の子どもと親が自由に遊び、子

育てについての相談などが気軽にできる親子の居
場所として、親子遊びひろば「ゆりかご」を常設
しています。また、育児不安等で子どもを一時的
に育てることが困難になった場合に、短期の宿泊
で子どもを預かる、子どもショートステイ事業を
実施しています。 
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9 健康増進計画

／P351 
基 本 目 標 ３ 
健康を育む環
境整備／基本
施策（２）健
康づくり環境
の充実 

「薬物乱用防止教育・啓発」について。「ダメ、ゼ
ッタイ。」「一度手を出したら戻れない」「人間やめ
ますか？」のメッセージでは、「自分なんてどうな
ってもいい」「自分を傷つけることによって、なん
とか生きている」という人には、届かない、と依
存症治療の専門医には指摘されています。東京都
の薬物乱用防止キャンペーンのイベントも「一人
で悩まないで！誰かに相談して！」というメッセ
ージに変わりました。市の薬物乱用防止教育も、
変わりましたか。 
 

 厚生労働省は、薬物乱用防止に対する意識を高
める目的で、「ダメ、ゼッタイ」普及運動を引き続
き実施しています。 
本市の薬物乱用防止教育について、新型コロナ

ウイルス感染症感染拡大の時期は活動を縮小して
いましたが、市内各小中学校に指導員を派遣して
薬物乱用防止の授業を実施しているほか、薬物乱
用防止のポスター・標語を生徒から募集し、啓発
活動に取り組んでいます。 
薬物乱用防止については、東京都薬物乱用防止

小金井地区推進協議会と連携して行っております
が、引き続き、連携を強化し、薬物乱用防止の啓
発活動に努めていきます。 
 

10 健康増進計画
／P352 

第５章 計画
の推進 

「様々な関係者へ期待する取り組み」について。 
健康の維持増進のために、民間の競技団体、スポ
ーツクラブ、フィットネスジムが果たしている役
割は大きいと思います。コロナ禍を機に、市内の
スポーツジムは、だいぶ増えた印象です。（でも、
市が統計を取っていなければ、「なんとなくの印
象」で話が終わります。市のスポーツ増進計画で
は、触れられていないようで、残念でした。） 
また、（食事は、摂る人の選び方摂り方しだいで、
健康増進に資するかどうかが決まるので、一概に
健康にいいと言えるかわかりませんが）身体にや
さしい食材や料理の提供・宅配等をしている事業
者・飲食店も、広い意味では、地域の健康づくり
の推進メンバーと言えるかもしれません。 
雇用主としての企業・職域としての企業だけでな
く、健康増進につながるサービスの提供者も、意
識されると良いと思います。 
また、家庭内ケアラーの代わりに、要ケア家族の
ケアを担う、介護職保育職等のケア職の方々も、
「休養・睡眠」の健康支援のためには、重要な存

計画を推進するためには、行政機関をはじめ、
市民、医療保険者、教育関係機関、企業、健康関
連団体等の健康に関わる様々な関係者が、それぞ
れの特性をいかしつつ連携し、個々の市民の健康
づくりを支援する体制を整備する必要がありま
す。 
ご意見にあるとおり、市民の健康づくりにおい

ては、スポーツクラブやフィットネスジムをはじ
め、企業等の役割は大きいと考えています。市内
でスポーツクラブを運営する企業等と包括連携協
定を結び、「スポーツの振興及び健康の増進に関す
ること」や「食育及び健康づくりの推進に関する
こと」で連携するなど、市としても、企業等との
連携を強化してきました。引き続き、関係者との
連携を進め、協力体制の構築に努めていきます。  
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在です。 
健康増進の関係者について、少し広げて捉えてみ
てほしいと感じます。 
 

11 健康増進計画 ― 健康福祉計画においては、身体的健康のみならず
ライフステージごとのメンタルヘルス面にもっと
視点をあてて作成して欲しいです。 

本市の第３次健康増進計画（案）では、計画の
基本理念を「笑顔と健康 自分らしく暮らせるこ
がねいし ～誰一人取り残さない健康寿命の延伸
～」と定め、各施策を展開しています。その一つ
として「基本施策（３）休養・こころの健康づく
り」を設定し、ライフステージに応じた休養・こ
ころの健康づくりを促進していくこととしていま
す。 

 ※提出された意見は、原則として全文を掲載します。なお、同趣旨の意見が多数ある場合は、（他に○件）と表示します。 



 



 





 



 





 







 



 



 



 



 



 







 



 





 



 



 



 



 



 



 





 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 





 







 





 



 



 

 



 



 



 





 



 





 



 



 





 



 










